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・学療法士
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両日共に10:30～15:30

読売ｌ工Ｅ療ｌ祉ｌr詞きａ
(東京都港Ｘ芝5-26-16)
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１ 000円(ｇ･資ｎｆＲ)
M2日間のうち,ｍま人の・合はき・・・・OK!
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２Ｓ８日(土)・９日(日)
両日共に10:30～15:30

オルバースビル4F1会１ま
(・知県名古ａ・中村ぼ名駅南1づ9-27)

２

１
日間

8，90　00円(税･資ね代・)
・２日閤のうち,同法人の場合は参加者変更ＯK1

１。摂食・囁下に関わる器官の特徴と構造

・頭頚部の特徴について

・機能解剖について

・触察による舌骨,qﾖ状軟骨の確認

2.運動学・生II学S9視点
・ａ動学にっいて

・筋収縮の生理学にっいて

・神経機構とその障害にっいて

３.姿勢と嘸下の関係
・姿勢と焉下の関係にっいて

・くびの角度と嘸下

・誤膜防止機構と姿勢

4.ベッド上や車いす上でのポジショニング
・ポジショニング

・治療的誘導と介入

・筋の形態と徒手的治療手技

５.呼ほと隨下ａ直ぐに使える技術と熟達が必要な技術
・家族を含めたＭでも実践できる９全で即９カ果が期待できるテクニック

・坐位での呼ほ操作

・咳緻介助によるムセに対する対応

ｉフ21-０９０２

広島県梱は」市春日町浦上1205（株）ＱＯＬサービス内

１．食事動作時の苦操作
・ポジショニング

・治療的誘導と介入

・筋の形態と徒手的治療手技

２.座位での呼吸操作

・骨盤からの操作法

・頭頚部,舌のＣｏｎtrｏl
白

3.咳漱介助によるムセに対する対応

・呼吸における胸郭の動きの確認

・ムセにおける呼気介助のタイミングと方自

４.背臥位で呼ほを用いた姿勢調整の体験
・ゆっくり休めるための背臥位のポジショニング

・ぼ吸運動を用いた姿勢と起居動作操作

５.呼吸を用いた背臥位での姿勢調整の操作の実際

・ポジショニングに必要な床と腰背部の接触状態の確認

・呼吸介助と腰背部への感覚入力タイミングと方向

６.摂食・嘸下ができる体づくりのためのＳ居動作誘導
・床との接触面の変化に伴う体の変化の体感と操作

・フェルデンクライスの考えをもとにした治療者・介助者の体づくり

-

?４ｇｉａ 2S91roSrq'fら1E7jiirflごWjiWIF』■I二二二1－.●r---j IE1lgill ぴISふ●IZi:llllZfga!yglZSIIZflil

ご希望の日程にｙを記入してください １／１８・ １９束京会場への参加 →屋会場へ参加
ふりかな

連絡先
(目宅ＳＲ先)

ＴＥＬ

氏名
ＦＡＸ

住所
(自ｔｌｇＥ)

－

Ｔ

携帯

メール
(必ｊ)

勤務先 職種

Ｓ上ＥＢ人・報は,本Ｆ修台の管ぎ･・営またはその他ほぢのごＳ内にのみま夕目します。3そいただいたｲ回人ｍＲは肖会の「プライバシー･ポリシー」にぼい・やに管９いたします、
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